
御礼 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災津波による被害は、まさに想像を絶するもの

となりました。多くの生徒が親族や友人を亡くし、避難所での生活を余儀なくされました。 

その後４月に入るまで、各校と連絡も取りにくい状況が続き、内陸の学校においても校舎や

グランド、野球場が使用不能となるなど、多くの選手が不安を抱えながら練習を続けました。 

４月９日には春季東北大会の中止が決定し、福島県、宮城県両県大会も中止になる中、

岩手県は開催の道を探りました。賛否両論ありましたが、関係の皆様の絶大なるご

協力のもとに春季岩手県大会を開催することができました。また、各種大会も例年

通り実施しました。 

岩手県高野連は震災発生以来、日本高野連はもとより、多くの皆様の力強いご支

援をいただきながら事業を進めて参りました。復旧、復興には更に時間を要する状

況ではありますが高校野球の発展のため、更に尽力する所存であります。 

当連盟、また加盟校及び野球部員に対し、いただいた多くの皆皆様様かかららのの物物心心両両面面

にわたる多大なご支援、また激励のお言葉に対しまして、心より御礼申し上げ、今

後のご支援とご協力をお願いし、あいさつといたします。 

 

 

 

平成２４年３月    

岩手県高等学校野球連盟 

会 長  佐々木  淳 



第第６６３３回回岩岩手手県県高高等等学学校校総総合合体体育育大大会会硬硬式式野野球球競競技技兼兼  

第第５５８８回回春春季季東東北北地地区区高高等等学学校校野野球球岩岩手手県県大大会会  

平平成成２２３３年年５５月月１１９９日日～～２２５５日日    

開開会会式式  ５５月月１１８８日日１１３３：：００００～～  岩岩手手県県営営野野球球場場  

地地区区予予選選はは、、55 月月 33 日日～～55 月月 1155 日日県県内内 88 地地区区ににてて開開催催 

 

 

 

宣誓 

私達は 

今回の震災で 

多くの宝を 

失ってしまいました。 

 

心に深い傷を 

負いながらも、 

学校の先生や家族、 

地域に支えられ、 

仲間と手を取り合い、 

一歩一歩 

前進してきました。 

 

今大会を 

開催して下さいました 

関係者の皆様に 

心から 

感謝申し上げます。 

 

今、この晴れ舞台に立ち、 

野球ができる嬉しさに、 

これまでにない喜びを 

感じています。 

 



 

 

 

たくさんの方の 

支えのもと、 

こうして 

大好きな野球ができる 

環境にいることへの 

感謝の気持ちを 

絶対に忘れません。 

これから先、 

まだまだ厳しい 

道のりではありますが、 

岩手復興のため、 

勇気と希望、 

そして元気を与えられるよう、 

高校球児らしく 

はつらつとした 

プレーをすることを 

誓います。 

頑張ろう、岩手。 

 

 

 

平成二十三年五月十八日  

選手代表  

岩手県立久慈東高等学校 

硬式野球部主将  

堀米 潤平 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震と津波により、沿岸では流出した球

場があり、内陸にも使用できない球場があ

りました。通常の開催の規定を実状にあわ

せて変更し、大会を開催しました。特に沿

岸北地区では専用球場で地区予選が開催で

きず、顧問、生徒の皆さんが復旧作業を実

施して、宮古高校のグランドで地区予選を

開催しました。 

用具も練習場所も確保できない中ではあ

りましたが、幸い皆様から送られた野球用

具のおかげで全チームが大会に参加するこ

とができました。どのチームも万全な状態

ではありませんでしたが、そのプレーは震

災に遭ったことが嘘のような、元気あふれ

るものでした。 

開会式の選手宣誓は、選手、審判、顧問、

観客各々にとって、感動的なものとなりま

した。 

 



第９３回 全国高等学校野球選手権岩手大会 

平成２３年７月１４日～２４日 

開会式７月１４日１０：００～ 岩手県営野球場  

 

 

宣誓 

かつてない大震災が 

岩手をおそった今年 

 

私たちは毎日の練習すら 

満足にできない 

状況におかれました。 

 

野球でつながっている 

県内各高校の 

仲間のなかにも、 

 

実際に大きな 

被害を受けたり、 

 

今なお避難生活を 

送っている部員がいます。 

 

今回の震災で私たちは、 

 

野球だけでなく、 

 

今まで当たり前に 

 

やれてきたことの 

 

｢大切さ」や 

 

｢ありがたさ｣を 

 

あらためて 

 

知ることができました。 

 



 

だからこそ、私たちには 

今大会にかける特別な 

思いがあります。 

 

ふるさと岩手の皆さんに、 

私たち選手の元気な姿と、 

最後まであきらめない 

姿勢を示したい。 

そして、これまで関わって

下さったすべての人々に

対して、 

今日この場所に 

立てたことへの 

感謝を伝えたい。 

そのために、 

自分たちができることは、 

ただひとつ。 

それぞれの試合で 

持てる力を十分に発揮し、 

全力で 

プレーすることです。 



 

 

チームをひとつに 

高校球児をひとつに 

岩手をひとつに 

 

この大会を 

岩手の未来へつながる 

第一歩とするため 

私たち選手一同は、 

全身全霊で 

プレーすることを 

誓います。 

 

 

 

平成二十三年七月一四日 

選手代表  

岩手県立 

盛岡第一高等学校  

硬式野球部主将  

十良澤 健二 



 

 

 

 

 

 

震災から 4 ヶ月後、地域も学校も何とか立ち上がろうと努力を続ける中で、不十分な練習環境を多くの支援で克

服し、夏の大会に挑みました。選手権岩手大会開会式では、日本高野連奥島孝康会長から激励の言葉を頂きました。

選手宣誓の言葉どおり、全ての選手が全身全霊でプレーすることで、支えてくれた皆様への感謝を表現しました。 



第６４回秋季東北地区高等学校野球岩手県大会 

平成２３年９月２２日～２８日 

開会式９月２２日１６：００～  

花巻球場(雨天のため室内練習場にて) 

 

 

 

宣誓 

  

私たち  

野球部員一同は  

先輩方の  

想いと 

意志を  

引き継ぎ 

 

お世話くださる 

指導者や  

地域の方々 

 

そして  

応援してくださる  

家族に感謝し 

 

近い将来  

私たち  

岩手の 

復興を想い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボールをつなぎ  

声をつなぎ  

心をつなぎ 

 

スピード感あふれる  

パワフルな野球で  

 

最後まで  

全力で 

プレーすることを  

誓います。 

  

 

 

平成二十三年 

九月二十二日 

岩手県立 

盛岡第四高等学校 

硬式野球部  

主将  石川 太基 

3年生から多くのことを引き継いだ新チームで臨んだ秋季大会

は、今年 1 年、普段とは違う環境で、大変な思いをしながら野球

を続けてきた事を振り返る大会でもありました。秋季大会での選

手のプレーには、復興への力強い歩みを感じることができまし

た。皆様のご支援、ご声援に改めて感謝申し上げます。 

 

 


